
 

令和３年度 第７回牧区地域協議会 次第 

 

日時：令和３年１１月３０日（火） 

午後６時００分から 

会場：牧区総合事務所３０１会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

３ 報告事項 

⑴ 牧湯の里深山荘の今冬の営業について（施設経営管理室）・・・・資料No.1 

 

 

⑵ 第２回牧区町内会長連絡会議の開催結果について・・・・・・・・資料No.2 

 

 

⑶ ４区地域協議会合同研修について・・・・・・・・・・・・・・・資料No.3 

 

 

４ 自主的審議事項 

⑴ あらゆる人が安全・安心に住み続けたい「牧づくり」について・・資料No.4 

 

 

５ その他（連絡事項） 

 

 

６  閉  会 

 ・次回（第８回牧区地域協議会）   月  日（  ）  時  分～ 

   



牧湯の里深山荘の今冬の営業について 

１ 営業内容 

①期間：令和 3 年 12 月 20 日（月）から令和 4 年 1 月 5 日（水）まで 

営業日 営業時間 

月曜日、木曜日、金曜日 

土曜日、日曜日 

日帰り入浴 10：00～17：00 

レストラン 10：00～14：00 

 

②期間：令和 4 年 1 月 6 日（木）から令和 4 年 3 月 11 日（金）まで 

営業日 営業時間 

毎週土曜日、日曜日、祝日 
日帰り入浴 10：00～17：00 

レストラン 10：00～14：00 

※ その他団体利用については、営業日以外も柔軟に対応します。 

 

２ 理由 

新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者数の減少が続いている中、例

年の状況から冬期間は更に減少が見込まれることから、指定管理者との協議の結

果、経費を縮減し損失額を最小限に抑えるために、必要な措置と判断したため。 

 

３ その他 

・令和 4 年 3 月 12 日（土）以降は、通常営業とする予定です。 

・社会情勢等により、期間を短縮又は延長する場合があります。 
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令和 3年度 第 2回牧区町内会長連絡会議 次第 
 

日 時：令和 3年 11月 19日（金）14時 00分～ 

会 場：牧コミュニティプラザ 2階 集会室 

 

１．開  会  

 

 

２．あいさつ 

 

 

３．総合事務所からの連絡事項 

(1) 板倉区総合事務所 

   ① 道路除雪の協力について               ・・・資料No.1 

 

 (2) 総務・地域振興グループ 

① 令和２年度の「牧湯の里深山荘」における市及び指定管理者の収支状況 

等について                    ・・・資料No.2 

② 牧区内における停電発生時の牧区総合事務所の対応について 

・・・資料No.3 

③ 火災とまぎらわしい煙又は火炎を発するおそれのある行為の届出 

・・・資料No.4 

④ 上越市除雪ボランティア派遣事業取り組み休止について ・・・資料No.5 

⑤ 灯の回廊「まき深山のともしび」の実施について   ・・・資料No.6 

 

 (3) 市民生活・福祉グループ 

  ① 令和４年度交通災害共済の加入募集について     ・・・資料No.7 

  ② 農業所得収支内訳書作成会の開催について      ・・・資料No.8 

  ③ 民生委員・児童委員について            ・・・資料 No.9 

 

 

４．その他 

① 牧振興会からのお知らせ 

 

 

５．閉  会 

資料 No.2 



４区（牧区、板倉区、清里区、中郷区）地域協議会委員合同研修会 

開催要項 

 

【主 催】 

 牧区地域協議会、板倉区地域協議会、清里区地域協議会、中郷区地域協議会 

 

【目 的】 

牧区、板倉区、清里区、中郷区の地域協議会委員が一堂に会し、共通のテーマに

よる研修(有識者などによる講義など)を行うとともに、日頃の活動状況などについ

て情報を交換することによって委員の資質向上を図ることを目的に開催する。 

 

【日 時】 

令和 3年 12月 10日（金） 

・研 修 会：午後 2時 00分～ 

 

【会 場】 

・研 修 会：はーとぴあ中郷 ホール（上越市中郷区二本木 1763） 

 

【研修内容】（詳細スケジュール） 

受  付        13:30～14:00 

開  会        14:00 

① 事例発表 板倉区 14:05～14:15 

清里区 14:20～14:30 

牧 区 14:35～14:45 

中郷区 14:50～15:00 

② 講  演     15:10～16:10 

  テーマ：中山間地域の振興について 

演 題：「フルサトではじめたフルサットの話 

       ～上越妙高駅開業 7周年とそれからに向けて～」 

  講 師：北信越地域資源開発研究所 

      平原 匡 様 

質疑応答 16:10～16:20 

  閉  会       16:25 

 

【出席者】 

 

・板倉区地域協議会（平井達夫会長）  14人 

・清里区地域協議会（古澤文夫会長）  12人 

・牧区地域協議会 （西山新平会長）  12人   

・中郷区地域協議会（竹内靖彦会長）  12人  委員合計 50人 

・各区事務局（各区所長、事務局 2名程度）    職員合計 8～10人 

                    出席者 最大 60人 
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自主的審議事項活動に伴う牧振興会との意見交換会 

1.開催日時：令和 3年 11月 12日（金） 午前 10時 00分～午前 11時 10分 

2.開催場所：牧コミュニティプラザ 牧振興会事務室 

3.出 席 者：牧振興会 3名（梨本理事長、西條事務局長、松野事務員）、牧区地域

協議会委員 4名（西山会長、飯田副会長、佐藤委員、難波委員、）、

牧区総合事務所 総務・地域振興グループ 2名（藤井班長、田中主

事） 

 

  

資料 No.4 

 

【財源について】 

・ＮＰＯ法人は、お金を儲ける団体ではない。 
・振興会の財源がなければ何も活動ができない。 
・振興会に活性化を望んでも財源がないため無理である。  
・牧振興会としての活動に限りがあるところがネック。（制約がある） 
・牧区の宝である資源を活かし産業にした事業を取り組み儲けようと思っても、なかなか 
できない。 

・今は個々に地域資源を活用して特産品作りをしているが、全国に販売するまでに至って 
いない。⇒個人的な活動 

・資金がないため、補助金をもらいながらの範囲のみで活動している。 

⇒地域活性化に繋がらない 
（実施している活動…地域支え合い事業、買い物支援、子育て支援事業など） 

 ・ＮＰＯ法人の収入源は、会費、補助金（上越市→事業に関連した補助金）がメイン。 
⇒総合事務所の宿日直業務廃止、コロナによるイベント中止は影響大である。 

・今まで行政が行ってきたものを振興会に押し付けられたが、何をするにも財源がいる。 
・新市長となり各区への予算配分があると予想されるが、振興会運営費に予算計上できる 

ような努力をするべき。 
・主体となって方向性を決めて事業化するには、振興会が動いてもらわないといけない。 
≪ 会  費 ≫ 
・財源の振興会会費（１世帯 2,000円）は区内全世帯の 7割が加入。 
・町内会によって加入率 100％と 10％のところがあり、町内会長自身の考えによって影響 

されるところもある。 
・全戸加入してもらえるように、町内会長連絡会議で話しても良いと思う。 
・「会員としてのメリットは何か」と聞かれることがある。 
同じようにコミプラを利用し、イベントに参加して会員と会員以外の区別をつけること 
ができない。 
⇒今後、会員との差をつけるよう検討する必要がある。 

≪団体の設立≫ 
・新たに任意団体を設立し、お金を稼げるような組織が必要。 
・振興会が株主となり株式会社を設立して子会社を作り、収益を上げる母体があっても良 
いと思う。 

・このままだと先細りになる。 

 



 

 

 

【今後の取組について】 

・牧区の良さをＰＲする必要がある。 
⇒雪が多いのは難点だが、自然環境が良い。（水、米、空気） 

樹種転換&発想転換 → 将来自然の力で収入を得ていく 
・地域活動支援事業に牧振興会の事業申請もあるが、もっと広く区内全体に活用できるよ 
うな事業に取り組んでみてはどうか。 

・ジャンボツリーイルミネーションが今年で最後となるようなので次年度は振興会で実施 
する、牧小学校と牧中学校の間にある桜ロードにイルミネーションを飾り点灯させる。 

 

 【総評】 

・振興会が活気なければ牧区民も活気がでない。 
・財源は別として、地域の方が元気で明るく住みやすい環境にしていくことが大事だと思 

う。 

・今回の地域協議会と牧振興会との意見交換会は初めての試みであるが、なぜ今までこの 

ような機会がなかったのか、何のために地域協議会があるのか疑問だった。 

（牧商工会とは年に１回、懇談会を開催している。） 

・地域が抱える課題をどうするか協議することが大事になる。今回だけに限らず、今後も 

地域協議会と振興会がお互いの意見を出し合い、タッグを組んで活気が出るような取り 

組みができるように意見交換の継続をお願いしたい。 

【「どこでもドア」について】 

・令和元年度に「牧区の地域課題を気軽に解決するプロジェクト」を立ち上げ、3つのチ 
ームでワークショップを開催し新規事業を模索してきた。 

・高齢者に対する交通支援に向けた検討のなかから、「どこでもドア」の活動を実施すると 
大枠で示された。今後、振興会も事業の拡大をしていく必要があると思う。 

・「どこでもドア」事業を実践に向けて進めるなかでの問題点 

⇒振興会の現在の状況下では、旅客運送事業実施に向けての財源確保や体制整備が難し 

いことから実施できない状況である。 

   車両があっても車庫が無い 

   人材不足（時間に余裕のある人がいない） 

   本業との競合で法的な面での問題 

利用する人が本当にいるのか 

 

【買い物について】 

・買い物支援として「買い物ツアー」を実施したが利用者は少ない。 

・ＰＲ方法に問題があったかもしれないが、現実的に本当に困っている人がいないのでは 

ないかと感じる。 

・牧区には、移動販売（セブンイレブン、無印良品、長野県からの移動販売）が来ていて 

必ず利用者がいる。 

買い物に関しては切羽詰まっていないのかもしれない。 

 

 

牧振興会の課題… 

①財源 ②人材不足 
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